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令
和
3
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灘
町
議
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議
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で
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間
で
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催
さ
れ
た
。
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人

事
案
件
な
ど
を
含
む
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案
13
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、
令
和
2
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
決
算
認
定
7
件
を
審
査
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
た
。
ま
た
、
請
願
1
件
を
不
採
択
、
意
見
書
3
件
を
可
決
し
た
。

9月会議
7日～22日

中学校体育館トイレ�
改修工事� 735万円
体育館トイレを和式から洋式に改修する
ための調査設計及び工事費（築32年）。

学校給食施設改修工事
� 121万円
給食搬送用コンテナ洗浄後の水滴を圧縮
空気で吹き飛ばす圧縮機を設置。

特別保育事業補助金�
� 302万円
・�千鳥台幼稚舎の非常通報装置設置の
補助　32万円。
・�私立保育園等の新型コロナウイルス
感染症対策として人件費、衛生用品
等の費用補助　270万円。

うちなだの魅力発信

	 ふるさと大使にプロ野球	 ロッテの岩下大輝投手

街路樹剪定､ 路肩除草　　　　520万円
信号機や案内看板の視認性と交通安全及び車両等通行の安全確保

町立保育所に登降園管理�
システムの導入� 85万円
町立保育所 2カ所の新型コロナウイルス�
感染症対策として ICカードを用いた管理
システムの導入。
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町ふるさと大使委嘱

本町にゆかりのある岩
いわ
下
した
大
だい
輝
き
選手（プロ野球千

葉ロッテマリーンズ）に大使を委嘱。岩下選手
は小学校 4年生まで内灘町の学童野球チーム
「内灘エンゼルス」に所属していた。
今後、委嘱イベント開催やPR動画を作成のため
100万円が補正され、町の魅力発信や知名度の
向上を担うとともに地域振興を目指す。

新図書館調査設計等の委託料
� 300万円
新図書館基本構想の具現化に向け、最適な事業
手法等を検討するための調査設計委託。

公園維持管理費� 350万円

松くい虫による松枯れ処理及び公園敷地外へ
伸びた枝処理他樹木の剪定。

いしかわプレ妊活健診委託料
� 43万円
子どもを望む夫婦が本格的な
妊活に取り組む前に早期に必要
な健診と健康教育を受けること
ができる健診費用を増額。

補正予算
注目事業を
ピックアップ！

うちなだの魅力発信

	 ふるさと大使にプロ野球	 ロッテの岩下大輝投手
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歳 出
135億2196万円

（34.3％↗）

諸収入
3億1120万円
2.3%（9.1％↗）

諸収入
3億1120万円
2.3%（9.1％↗）

歳 入
136億3277万円

（34.1％↗）

国庫支出金国庫支出金

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

48億
4304万円
48億
4304万円

前年度比32億952万円増前年度比32億952万円増

前年度比27億3574万円増前年度比27億3574万円増

35.5%
（196.5％↗）

35.5%
（196.5％↗）

町税町税

27億
1966万円
27億
1966万円

19.9%
（2.6％↗）
19.9%

（2.6％↗）

地方交付税地方交付税

25億
7818万円
25億
7818万円

18.9%
（6.0％↗）
18.9%

（6.0％↗）

借入金借入金

県支出金県支出金

12億
251万円
12億
251万円

8.8%
（2.2％↘）

8.8%
（2.2％↘）

9億
2643万円
9億
2643万円

6.8%
（10.3％↗）

6.8%
（10.3％↗）繰入金

7498万円
0.6%（35.3％↘）

繰入金
7498万円

0.6%（35.3％↘）

分担金及び負担金
6311万円

0.5%（54.5％↘）

分担金及び負担金
6311万円

0.5%（54.5％↘）

町民一人あたりの費用
51万3052円／人 

このように使われました

民生費民生費

38億
9096万円
38億
9096万円

28.8%
（5.6％↗）
28.8%

（5.6％↗）

土木費土木費

16億
5555万円
16億
5555万円

12.2%
（28.0％↗）

12.2%
（28.0％↗）

総務費総務費

36億
7214万円
36億
7214万円

27.2%
（292.2％↗）

27.2%
（292.2％↗）

議会費議会費1億1890万円1億1890万円 0.9%（2.2％↘）0.9%（2.2％↘）
商工費商工費1億3312万円1億3312万円 1.0%（62.8％↘）1.0%（62.8％↘）

労働費・諸支出金労働費・諸支出金2億1666万円2億1666万円 1.5%（124.5％↗）1.5%（124.5％↗）

障がい者・高齢者・
児童への支援などに
使ったお金

民生費　14万7631円／人

道路や公園整備など
に使ったお金

土木費　6万2815円／人

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災、特別定額
給付金などに使った
お金

総務費　13万9328円／人

小中学校の運営や生
涯学習・体育振興な
どに使ったお金

教育費　5万3167円／人

町の借入金を返済す
るために使ったお金

借入金の返済　3万9036円／人

保健事業やごみ収集、
環境保全などに使っ
たお金

衛生費　2万9686円／人

商工業の振興や観光事
業などに使ったお金

商工費　5051円／人

農業振興、農業委員会運
営、畑地かんがい施設維
持補修などに使ったお金

農林水産業費　1万3578円／人

消防団活動、救急など
に使ったお金

消防費　1万28円／人

雇用対策・労働関係
基金などに使ったお
金と積立金などにつ
かったお金

労働費・諸支出金等　8221円／人

議員報酬や議会活動
に使ったお金

議会費　4511円／人

地方消費税交付金地方消費税交付金5億
4751万円
5億
4751万円

4.0%
（25.8％↗）

4.0%
（25.8％↗）

その他その他3億
6615万円
3億
6615万円

2.7%
（8.9％↘）

2.7%
（8.9％↘）

消防費消防費2億6429万円2億6429万円 2.0%（8.6％↘）2.0%（8.6％↘）

農林水産業費農林水産業費3億
5785万円
3億
5785万円

2.6%
（19.3％↗）

2.6%
（19.3％↗）

衛生費衛生費7億
8240万円
7億
8240万円

5.8%
（8.4％↗）

5.8%
（8.4％↗）

借入金の返済借入金の返済

教育費教育費

14億
127万円
14億
127万円

10.4%
（7.1％↗）
10.4%

（7.1％↗）

10億
2882万円
10億
2882万円

7.6%
（7.6％↗）

7.6%
（7.6％↗）

令和元年度　38万440円／人

コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高
1． 各種クーポン等のデジタル化を検討す

べき
　町民の消費喚起のため、各種クーポンや商品
券等を発行しているが、今後はマイナンバーカー
ド等を活用したデジタル化を見据えた発行方法
を検討すべきである。その際、高齢者などデジタ
ル機器に不慣れな方への対応も検討すること。

2． サンセットブリッジ内灘のライトアッ
プ設備の更新を図れ

　サンセットブリッジ内灘のライトアップ設備
の老朽化が進む一方で、更新に向けた進捗がな
い。補助事業等を活用し、カラーチェンジャーの
設備等の早急な更新をすべきである。

3．総合公園の一体的整備を検討せよ
　ほのぼの湯前の公園や道の駅を含めた一帯を、
町のランドマーク的存在になるよう、整備を検
討すべきである。

4． ＧＩＧＡスクール構想で整備したタブ
レットパソコンを有効に活用せよ

　新型コロナウイルス感染防止対策等で学校が
休校になった場合は、すぐにオンライン授業を
実施できるよう、体制を整えておくべきである。
また、更新時期を見据え、基金等の積み立てを検
討すること。

5． 風力発電施設の方向性を早急に出すべき
　風力発電施設が停止して、長期間経過してい
る。停止していることで、さらなる維持費等の発
生が懸念される。早急に結論を出すべきである。
また、国の補助制度の動向を注視するにしても、
期限を設けるべきではないか。

その他
6． 空き家利活用事業補助金は活用しやす

いよう制度を見直すべき
7．要保護児童対策の強化を検討すべき
8． ファミリー・サポート・センターの充

実を図るべき
9．ふれあい農園の拡充を検討すべき
10． 公園利用におけるマナー向上、ルール

の整備を図れ
11．長寿祝券の見直しを検討せよ

令和2年度決算に対する指摘事項

・歳入には、翌年度繰越事業のための財源や財政調整基金から の繰入金が含まれていることにより、歳入が歳出を上回っています。
・（　）内は前年度比 4うちなだ議会だより  第147号　令和3年11月5日



歳 出
135億2196万円

（34.3％↗）

諸収入
3億1120万円
2.3%（9.1％↗）

諸収入
3億1120万円
2.3%（9.1％↗）

歳 入
136億3277万円

（34.1％↗）

国庫支出金国庫支出金

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

48億
4304万円
48億
4304万円

前年度比32億952万円増前年度比32億952万円増

前年度比27億3574万円増前年度比27億3574万円増

35.5%
（196.5％↗）

35.5%
（196.5％↗）

町税町税

27億
1966万円
27億
1966万円

19.9%
（2.6％↗）
19.9%

（2.6％↗）

地方交付税地方交付税

25億
7818万円
25億
7818万円

18.9%
（6.0％↗）
18.9%

（6.0％↗）

借入金借入金

県支出金県支出金

12億
251万円
12億
251万円

8.8%
（2.2％↘）

8.8%
（2.2％↘）

9億
2643万円
9億
2643万円

6.8%
（10.3％↗）

6.8%
（10.3％↗）繰入金

7498万円
0.6%（35.3％↘）

繰入金
7498万円

0.6%（35.3％↘）
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6311万円
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分担金及び負担金
6311万円

0.5%（54.5％↘）

町民一人あたりの費用
51万3052円／人 

このように使われました

民生費民生費

38億
9096万円
38億
9096万円

28.8%
（5.6％↗）
28.8%

（5.6％↗）
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16億
5555万円
16億
5555万円
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（28.0％↗）

12.2%
（28.0％↗）
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36億
7214万円
36億
7214万円

27.2%
（292.2％↗）

27.2%
（292.2％↗）

議会費議会費1億1890万円1億1890万円 0.9%（2.2％↘）0.9%（2.2％↘）
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労働費・諸支出金労働費・諸支出金2億1666万円2億1666万円 1.5%（124.5％↗）1.5%（124.5％↗）

障がい者・高齢者・
児童への支援などに
使ったお金

民生費　14万7631円／人

道路や公園整備など
に使ったお金

土木費　6万2815円／人

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災、特別定額
給付金などに使った
お金

総務費　13万9328円／人

小中学校の運営や生
涯学習・体育振興な
どに使ったお金

教育費　5万3167円／人

町の借入金を返済す
るために使ったお金

借入金の返済　3万9036円／人

保健事業やごみ収集、
環境保全などに使っ
たお金

衛生費　2万9686円／人

商工業の振興や観光事
業などに使ったお金

商工費　5051円／人

農業振興、農業委員会運
営、畑地かんがい施設維
持補修などに使ったお金

農林水産業費　1万3578円／人

消防団活動、救急など
に使ったお金

消防費　1万28円／人

雇用対策・労働関係
基金などに使ったお
金と積立金などにつ
かったお金

労働費・諸支出金等　8221円／人

議員報酬や議会活動
に使ったお金

議会費　4511円／人

地方消費税交付金地方消費税交付金5億
4751万円
5億
4751万円

4.0%
（25.8％↗）

4.0%
（25.8％↗）

その他その他3億
6615万円
3億
6615万円

2.7%
（8.9％↘）

2.7%
（8.9％↘）

消防費消防費2億6429万円2億6429万円 2.0%（8.6％↘）2.0%（8.6％↘）

農林水産業費農林水産業費3億
5785万円
3億
5785万円

2.6%
（19.3％↗）

2.6%
（19.3％↗）

衛生費衛生費7億
8240万円
7億
8240万円

5.8%
（8.4％↗）

5.8%
（8.4％↗）

借入金の返済借入金の返済

教育費教育費

14億
127万円
14億
127万円

10.4%
（7.1％↗）
10.4%

（7.1％↗）

10億
2882万円
10億
2882万円

7.6%
（7.6％↗）

7.6%
（7.6％↗）

令和元年度　38万440円／人

　令和 2 年度一般会計、特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の 7
会計決算は、決算特別委員会に付託され、審査の結果、全ての決算を認
定した。なお、各会計の認定審査の過程で、特に問題とされた 11 の項
目（4ページ右枠掲載）を指摘した。

コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高コロナ禍決算額、 歳入歳出とも過去最高令和2年度
決算

特別会計決算
会計名 歳 入 歳 出

新エネルギー事業 1679万円 1679万円

国民健康保険 24億3486万円 25億469万円

後期高齢者医療 3億1992万円 3億1958万円

介護保険 19億9925万円 19億8476万円

水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 5億8604万円 5億5355万円

資本的収支 9020万円 2億8479万円

下水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 9億4296万円 9億2202万円

資本的収支 13億4854万円 15億2065万円

審査の意見
一般会計

　右のグラフの(　)内は、前年度比だが、アップ率が高い歳入の国庫支出金（国
から交付されたお金）と歳出の総務費は、コロナ対策によるものである。総務
費の増は、ほとんどが一人10万円の特別定額給付金によるものだが、その他
の歳出科目にもコロナ対策事業費が含まれている。
　全体的には歳入136億3277万円、歳出135億2196万円で、差し引き1億
1081万円の黒字である。ただ、今年度の黒字決算は、コロナ禍による諸事業
の中止や縮小の要因もあることに留意すべきである。

特別会計

　特別会計の4事業の決算総額は、歳入47億7081万円、歳出48億2581万
円で、差し引き5500万円の赤字である。赤字決算となったのは、厳しい財政
運営となっている国民健康保険特別会計によるものだが、他の会計は黒字決算
となった。
　特に新エネルギー事業特別会計は、風力発電施設が故障により平成29年6月
から運転を停止した状態である。当該施設を維持管理するだけでも多額の経費
を要することから、早急に方針を示すべきである。

一般会計の貯金と借金
一般会計　基金の計 一般会計　町債の計

平成30年度 11億2571万円 124億4978万円

令和元年度 11億3869万円 127億9859万円

令和2年度 16億837万円 130億3969万円

・歳入には、翌年度繰越事業のための財源や財政調整基金から の繰入金が含まれていることにより、歳入が歳出を上回っています。
・（　）内は前年度比5 うちなだ議会だより  第147号　令和3年11月5日



◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
農
園

問	

ふ
れ
あ
い
農
園
１
０
６
区
画
の
使
用
状

況
は
。

答	

全
部
埋
ま
っ
て
い
る
。

問	

コ
ロ
ナ
禍
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
遊
休
農
地
な
ど
を
活
用
し
て
増
や
す
考

え
は
。

答	

要
望
が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

空
き
家
バ
ン
ク

問	

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
、
空
き
家
利
活
用
事

業
補
助
金
の
制
度
が
使
え
る
。
賃
貸
で
の
借

主
が
行
な
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
貸
す
側

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
補
助
す
る
考
え
は
。

答	

検
討
し
た
い
。
借
り
る
方
に
助
成
す
る
の

が
主
旨
。
財
産
価
値
が
上
が
る
な
ど
問
題
が
あ

る
。
他
の
自
治
体
も
調
べ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

問	
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
更
新
周
期
は
。

答	
５
～
７
年
。

問	

今
回
は
、国
の
予
算
で
導
入
さ
れ
た
が
、

更
新
を
見
越
し
て
積
み
立
て
す
る
考
え
は
。

答	

今
は
考
え
て
い
な
い
。
早
め
に
要
望
す
る

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

風
力
発
電
施
設
の
方
向
性
を
示
せ

ど
う
な
っ
た
？ 

令
和
元
年
度
決
算
の
指
摘
事
項

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ホ
対
応
に
す
べ
き

・
令
和
３
年
度
内
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対

応
し
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
な
う
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
内
容
の
充
実
を

図
る
べ
き

・
公
共
性
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
町
民
の
自
由

な
意
見
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
に
く
い
側
面

が
あ
る
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実

を
図
る
た
め
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
は
創
意

工
夫
す
べ
き

・
令
和
２
年
度
以
降
、
農
畜
産
物
や
北
陸
鉄
道

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
７
事
業
者
の
商
品

を
返
礼
品
に
追
加
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

・
移
住
促
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
子
育
て
支

援
施
策
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
い
く
。

観
光
資
源
を
活
か
し
積
極
的
な
施
策
を
展

開
す
べ
き

・
内
灘
海
岸
や
砂
丘
等
を
舞
台
と
し
た
ア
ニ
メ

や
海
外
の
観
光
客
に
も
注
目
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
町
の

歴
史
や
文
化
を
活
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ

く
り
や
ツ
ア
ー
企
画
を
検
討
す
る
。

内
灘
海
岸
賑
わ
い
創
出
事
業
、
内
灘
駅
周

辺
整
備
事
業
の
推
進
を
図
る
べ
き

・
浜
茶
屋
の
撤
去
は
、
海
岸
法
と
の
整
理
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
や
県
と
協

議
す
る
。

	

電
車
車
庫
や
周
辺
道
路
、
軌
道
敷
な
ど
一
体

的
に
再
編
・
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
具
現

化
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
す

る
。

事
業
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
用

地
の
有
効
利
用
を
図
る
べ
き

・
駐
車
場
と
し
て
の
需
要
が
あ
る
か
近
隣
の
町

会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
需
要

が
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
ま
た
、
緑
台
浄

水
場
跡
地
な
ど
水
道
事
業
遊
休
地
は
、
費
用

対
効
果
が
見
込
め
る
管
理
運
営
が
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

国
際
交
流
事
業
の
充
実
を
図
る
べ
き

・
国
際
交
流
員
や
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

協
力
を
図
り
、
各
種
団
体
と
連
携
し
た
交
流

活
動
を
実
施
す
る
。

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
た
め
、

自
己
水
源
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き

・
か
ほ
く
市
大
崎
地
区
で
の
水
道
管
の
連
結
に

つ
い
て
、
か
ほ
く
市
と
協
議
を
始
め
て
い
る
。

各
種
審
議
会
委
員
報
酬
の
増
額
を
検
討

す
べ
き

・
医
師
や
有
資
格
者
は
必
要
に
応
じ
条
例
改
正

を
し
て
い
る
。
学
識
経
験
者
は
審
議
内
容
も

考
慮
し
、
委
員
会
ご
と
に
検
討
す
る
。

決 算
特 別
委 員 会

　

議
長
と
議
会
選

出
監
査
委
員
を
除

く
10
名
の
議
員
の

う
ち
５
名
で
構
成

さ
れ
、
年
１
回
設

置
さ
れ
る
。

　

前
年
度
に
執
行

さ
れ
た
事
業
が
適

切
で
あ
っ
た
か
を

審
査
し
、
次
年
度

に
向
け
、
改
善
を

指
摘
す
る
役
割
を

果
た
す
。

決
算
特
別
委
員
会
と
は

七田満男　　　米田一香
○生田勇人　　◎土屋克之　　夷藤満

　

風
車
は
停
止
し
て
い
る
こ
と
で
劣
化
が
進
む
。
費
用
面
も
含
め
早
め
に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
、
町
か
ら
は
補
助
制
度
を
活
用
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い
が
、
費
用
面
も
把
握
し
た
上
で
、
検

討
し
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
放
水
路
周
辺
の
内
灘
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
・
道
の
駅
な
ど
総
合
的
に
考
え
る
べ
き
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
の

一
般
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
・
財

産
の
取
得
（
消
防
団
員
用
防
火
衣
一
式
）
な
ど

審
査
し
、
す
べ
て
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
整
備
部
か
ら
、「
白
帆
台
町
営

住
宅
」第
２
期
工
事
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

第
１
期
の
入
居
状
況
は
、
８
月
末
現
在
で
、
全

10
戸
の
う
ち
、
平
屋
建
て
７
戸
と
２
階
建
て
２

戸
が
入
居
し
て
い
る
。
第
２
期
工
事
で
の
当
初

計
画
で
は
、
平
屋
建
て
６
戸
、
２
階
建
て
５
戸

だ
が
、
平
屋
建
て
の
入
居
希
望
が
多
か
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
平
屋
建
て
９
戸
、
２
階
建
て
２

戸
と
す
る
形
で
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

問	

家
賃
は
い
く
ら
か
。

答	

平
屋
建
て
で
２
万
６
１
０
０
円
。
２
階
建

て
で
２
万
９
８
０
０
円
。

問	

子
育
て
世
帯
が
、
家
賃
を
気
に
し
て
平

屋
建
て
を
選
ん
で
い
る
と
す
る
な
ら
、
家
賃

を
同
額
に
で
き
な
い
か
。

答	

国
で
決
ま
っ
て
い
て
、延
床
面
積
で
違
う
。

白
帆
台
県
有
地

問	

県
が
所
有
す
る
住
宅
用
地
を
民
間
に
売

却
す
る
際
に
は
、
地
元
の
住
宅
建
築
事
業
者

に
配
慮
し
た
、
少
数
単
位
で
の
販
売
を
行
な

う
よ
う
に
県
に
要
望
す
べ
き
。

答	

再
度
要
望
し
た
い
。

消
防
団
員
用
防
火
衣

問	
防
火
衣
の
仕
様
は
。

答	
耐
熱
、
防
電
に
優
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
も
遮
熱
効
果
が
高
い
。

　

保
育
所
児
童
の
登
降
園
管
理
に
用
い
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を
目
指
す
事
業

費
や
町
民
の
成
人
保
健
検
診
デ
ー
タ
を
有
効
活

用
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
費
の
補
正
予
算
が
審
査

さ
れ
た
。
ま
た
、
新
図
書
館
整
備
の
た
め
の
調

査
設
計
委
託
事
業
に
つ
い
て
も
審
査
さ
れ
た
。

問	

新
図
書
館
の
調
査
設
計
委
託
料
３
０
０

万
円
は
、
既
に
基
本
調
査
を
前
年
度
に
行

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
何
に
用

い
る
の
か
。

答	

今
後
の
事
業
手
法
と
し
て
、
民
間
の
力
を

借
り
て
や
っ
て
い
く
の
か
、
自
前
で
行
な
う
の

か
、
ま
た
、
図
書
館
と
の
複
合
施
設
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
適
切
か
な
ど
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
登
降
園
管
理
シ
ス
テ
ム

問	

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
登
降
園
を
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
時
期
の
見
通
し
は
い
つ
か
。

答	

具
体
的
な
時
期
は
言
え
な
い
が
、
令
和
３

年
度
内
に
順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問	

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
子
ど
も
が
登
園
し
た
ら
、
そ
の
カ
ー
ド

で
セ
ン
サ
ー
に
タ
ッ
チ
し
、
帰
り
も
そ
れ
に

タ
ッ
チ
し
て
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答	

そ
の
と
お
り
だ
が
、
送
迎
す
る
人
が
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
場
合
、
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
カ
ー

ド
を
保
育
所
で
管
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
も

含
め
て
、
そ
の
管
理
と
運
用
の
方
法
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

検
診
デ
ー
タ
の
共
有
化
事
業

問	

成
人
保
健
事
業
費
の
情
報
標
準
化
整
備

事
業
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す

る
た
め
、
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
改
修
作

業
に
か
か
る
と
い
う
が
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
っ
た
事
業
な
の
か
。

答	

国
が
持
っ
て
い
る
自
治
体
の
中
間
サ
ー

バ
ー
に
個
人
の
検
診
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
修
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
治
体
間
の
転
入
転
出
が
あ
っ
て
も
、
前

住
所
地
で
の
検
診
デ
ー
タ
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
も
の
だ
。

文教福祉
常 任
委 員 会

新
図
書
館
の
調
査
設
計
費
と
は
何
か

事
業
手
法
や
複
合
施
設
化
の
検
討
だ

白
帆
台
町
営
住
宅

子
育
て
世
帯
に
配
慮
し
整
備

保護者のお迎え風景

◎
恩
道
正
博　
〇
土
屋
克
之　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
七
田
満
男　
西
尾
雄
次

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
清
水
文
雄　
〇
南　
守
雄　
生
田
勇
人

　
磯
貝
幸
博　
　
米
田
一
香　
　

内灘町
役場

金沢医科
大学病院

総合公園路
水
放
潟
北
河

内灘大橋

日本海

ほのぼの湯

消防署
ドラッグ
ストア コンビニエンス

ストア

のと里山海道
内灘白帆台IC

内灘町霊園

白帆台小学校 白帆台2丁目北バス停

白帆台町営住宅

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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特
別
委
員
会
の
設
置

　
令
和
３
年
３
月
５
日
の
全
員
協
議
会
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ほ
の
ぼ
の

湯
・
屋
内
多
目
的
広
場
な
ど
を
指
定
管
理
す
る
内
灘
町
公
共
施
設
管
理
公
社
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
営
悪
化
の
現
状
と
今
後
の
運
営
・
方
向
性
に
関
し
て

報
告
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
全
員
協
議
会
や
各
委
員
会
に
お
い
て
も
関
連
す
る
質
疑
が
多
く
あ
り
、
管
理

公
社
の
在
り
方
全
般
に
対
し
、
議
論
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
令
和
３
年

３
月
16
日
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

特
別
委
員
会
審
査
の
経
過

　
４
月
13
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
、
計
７
回
開
催
さ
れ
た
。
管
理
公
社
理
事
長
や
職
員
か

ら
の
聞
き
取
り
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
管
理
公
社
の
体
質
を
疑
問
視
す
る
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
３
つ
の
項
目
に
分
け
、
議
論
・
審
査
を
重
ね
た
。
特
に
、
問
題
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
た
点
は
左
記
の
と
お
り
。

・	

自
動
販
売
機
の
設
置
契
約
に
関
し
て
、
約
25
年
も
の
間
、
公
社
職
員
（
現
所
長
）
の
親

族
会
社
が
優
先
さ
れ
て
い
た

・	

公
社
の
職
員
採
用
や
身
分
、
処
遇
判
断
が
、
理
事
長
へ
の
伺
い
・
決
裁
を
受
け
ず
、
所

長
の
判
断
で
行
な
わ
れ
て
い
た

・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
所
長
か
ら
職
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
い
が
も
た
れ
た

審
査
を
経
て �

　
◎
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
自
動
販
売
機
の
設
置
契
約
は
解
除

　
◎
就
業
規
則
・
内
規
の
見
直
し

　
◎
従
業
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
疑
い
に
関
し
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
調
査

と
い
っ
た
対
応
が
示
さ
れ
、
改
善
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
令
和
３
年
９
月
会
議
で
、
公
平
公
正
で
町
民
か
ら
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
運
営

と
、
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
の
構
築
を
願
い
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
審
査
を
経
て
12
項
目
に
集
約
し
た
提
言
に
つ
い
て
、
町
は

速
や
か
に
管
理
公
社
に
対
し
適
切
な
指
導
及
び
助
言
を
行
な
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
、
委

員
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
議
長
を
通
じ
、
町
へ
提
言
書
が
提
出
さ
れ
た
。

特
別
委
員
会
の
今
後

　
第
三
者
委
員
会
の
調
査
結
果
報
告
を
求
め
る
こ
と
や
提
言
内
容
に
あ
る
諸
問
題
の
改
善
、

コ
ロ
ナ
後
の
利
用
促
進
な
ど
審
査
は
継
続
し
て
い
く
。

１　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
含
む
経
営
改
善
に
関
す
る
こ
と

・	

施
設
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
苦
情
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迅
速
か
つ
誠
意
あ
る
対
応
を
行
な
う
べ
き

２　
管
理
公
社
の
体
質
改
善
に
関
す
る
こ
と

・	

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
の
た
め
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

の
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

・	

職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
つ
い
て
、
早
急
に
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
、
調
査
・
検
証
を

行
な
い
、
事
実
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
厳
正
な
る
処
分
を
求
め
る
べ
き

３　
運
営
管
理
に
対
す
る
町
の
か
か
わ
り
と
役
員
体
制
に
関
す
る
こ
と

・	

理
事
長
や
事
務
局
長
の
責
任
や
役
割
の
明
確
化
や
管
理
公
社
役
員
の
人
選
は
、
い
わ
ゆ
る
充

て
職
の
多
用
で
は
な
く
、
企
業
経
営
経
験
者
な
ど
広
く
民
間
か
ら
の
起
用
も
検
討
す
べ
き

提
言
書
か
ら
主
な
も
の
を
抜
粋

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
町
長
へ
提
言
書
を
提
出

内
灘
町
公
共
施
設
管
理
公
社
特
別
委
員
会

�

中
間
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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氏　名
議　案

9月会議で賛否の分かれた議案一覧
土つ

ち

屋や　
克か

つ

之ゆ
き

西に
し

尾お　
雄ゆ

う

次じ

米よ
ね

田だ　
一か

ず

香か

磯い
そ

貝が
い　
幸ゆ

き

博ひ
ろ

七し
ち

田だ　
満み

つ

男お

生い
く

田た　
勇は

や

人と

恩お
ん

道ど
う　
正ま

さ

博ひ
ろ

北き
た

川が
わ　
悦え

つ

子こ

夷い

藤と
う　
　
満

み
つ
る

清し

水み
ず　
文ふ

み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

南み
な
み　　
守も

り

雄お

請願第6号　　　 医療機関等の経営安定化を図る財政支援の拡充を
求める請願書 × ○ × × × × × ○ × ○ － ×

議会議案第4号　 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 〇

議会議案第6号　 核兵器禁止条約への参加を求める意見書 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇
〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

請
願
の
審
査
・
討
論

反
対 

七
田
　
満
男

　
政
府
は
医
療
機
関
に
対
し
、総
額
で
８
０
９
５
億
円
を
支
援
し

て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
患
者
に
対
応
で
き
る
ベ
ッ
ド
数
は
４
万
床
で
、

全
体
₈₉
万
床
の
４・
５
％
で
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。医
療
機
関
へ
の

財
政
支
援
を
拡
充
す
れ
ば
、感
染
症
へ
の
適
正
な
対
応
が
で
き
る

の
か
。今
、最
も
必
要
な
こ
と
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
と
コ
ロ

ナ
患
者
に
対
し
、適
切
な
医
療
行
為
を
行
な
う
仕
組
み
を
作
り
、予

算
を
つ
け
る
こ
と
が
、医
療
機
関
と
政
府
の
責
任
だ
。

賛
成 

北
川
　
悦
子

　
こ
れ
か
ら
冬
場
に
向
か
い
、多
く
の
方
が
第
６
波
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
。こ
の
間
、医
療
従
事
者
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
多
く

の
命
が
救
わ
れ
た
。国
の
２
０
２
２
年
度
、概
算
要
求
で
も
、コ
ロ

ナ
禍
に
対
す
る
医
療
、介
護
な
ど
へ
の
支
援
は
不
十
分
。医
療
機

関
、介
護
従
事
者
に
対
す
る
受
診
、利
用
控
え
へ
の
減
収
補
填
や
増

員
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
、財
政
支

援
の
拡
充
は
必
要
だ
。

◎
請
願
者　
石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

 

代
表
委
員　
松
浦　
健
伸

○
紹
介
議
員 

北
川　
悦
子

要 

旨

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
機
関
等
の
経
営
安
定
化
を
図
る
財
政
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
。

不
採
択

意
見
書
の
審
査

◎
提
出
者　
夷
藤
満　

 

○
賛
成
議
員　
清
水
文
雄　
恩
道
正
博

要 

旨

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
地
方
創
生
、
雇
用
対
策
、

防
災
・
減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
社
会
保

障
等
へ
の
対
応
の
た
め
、
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
。

可 

決

◎
提
出
者　
夷
藤
満　

 

○
賛
成
議
員　
清
水
文
雄　
恩
道
正
博

要 
旨

　
人
道
的
見
地
か
ら
「
沖
縄
本
島
南
部
か
ら
の
埋
め
立
て
用
土
砂
採

取
計
画
」
の
断
念
を
国
に
求
め
る
。

可 

決

◎
提
出
者　
夷
藤
満　

 

○
賛
成
議
員　
清
水
文
雄　
恩
道
正
博

要 

旨

　
我
が
町
は
、「
内
灘
闘
争
」
が
勃
発
し
た
歴
史
が
あ
り
、
核
兵
器
の

な
い
「
平
和
な
世
界
の
実
現
」
へ
の
想
い
が
強
い
土
地
柄
で
あ
り
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
立
場
に
立
っ
て
、
核
保
有
国
を
説
得
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
。

可 

決

討 

論
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁

その後

職員に貸与された作業服

令和2年12月
職員に作業服を貸与

　防災訓練や日々の業務等において、町民
と町職員が区別できる方法を検討した結
果、作業服を貸与した。

災害出動している町職員が
一目で識別できる作業服を
　自然災害が多発している。災害時に出動し
ている町職員の作業服は統一化されていない
ため、一目見て町職員だと識別ができない。
災害時に着用する作業服一式を支給すべきだ。

令和2年3月 清水　文雄

現在考えていないが、今後検討したい
　平成18年度から行財政改革の一環として
被服貸与は廃止している。町職員はビブス、腕
章、ヘルメットを着用して識別が可能なので
貸与は考えていない。ただ、職務の性格から作
業服を持たない部署の職員については今後検
討したい。

答　弁

その後

令和3年11月末の完成に向け、
墓碑名札掲示板を設置中

　幅7センチ、縦30センチの黒御影石に
埋葬されている方の氏名と死亡年月日を刻
字した名札を掲示します。使用料は1体に
つき3万5000円。

合葬墓に銘板の取り付けを
　2016年に整備された合葬墓は、墓石を建
立する必要もなく、霊園管理料も不要のた
め、費用が抑えられ喜ばれている。墓参りの
際、名前を記したものが欲しいという声があ
る。町でも検討してはどうか。

令和2年3月 北川　悦子

今後、検討したい。
　「墓参りのときに故人が埋葬されているのか
分からない」「名前がないのは寂しい」という
声があることは承知している。近隣の合葬墓
も参考にして、検討したい。

イメージ図

内
灘
町
霊
園
合
葬
墓
墓
碑
名
札
に
つ
い
て

現
在

内
灘
町
霊
園
合
葬
式
墓
地
に
お
い

て

埋
葬
さ
れ
た
故
人
を
示
す

墓
碑
名
札

以
下

名
札

と
い
う

掲
示
板
の
設
置

を
行

て
お
り
ま
す

今
後

合
葬
式
墓
地
の
使
用
を
ご
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は

名
札
の
使
用
も
あ
わ
せ
て

ご
検
討
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課

☎

０
７
６

２
８
６-

６
７
１
０

イメージ図

内
灘
　一郎

令
和
三
年

〇
月
〇
日

掲示場所

10うちなだ議会だより  第147号　令和3年11月5日



一
般
質
問
（
９
月
９
日
）

６
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
↓
内
灘
町
議
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
（YouTube

）で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

清
し
水
みず
　文

ふみ
雄
お

 …………………………… 12
・入札制度を変更する考えはないか
・役場リサイクルステーションを移設させる考えはな
いか

土
つち
屋
や
　克

かつ
之
ゆき

 …………………………… 13
・貸与型奨学金の返済支援制度の導入について
・防水機能付きドローンの導入について

夷
い
藤
とう
　　満

みつる

 …………………………… 14
・議会で使用していたタブレットパソコンの有効活用
について

・内灘町風力発電所施設について ほか1問

西
にし
尾
お
　雄

ゆう
次
じ

 …………………………… 15
・環境基本計画改訂は町民との協働を念頭に進めよ
・公園除草に当たっては地元町会と緊密な連携を図れ

北
きた
川
がわ
　悦

えつ
子
こ

 …………………………… 16
・新型コロナウイルスのワクチン接種とともに検査を
・快適な学校給食共同調理場と、安全なパン給食を
 ほか1問

米
よね
田
だ
　一

かず
香
か

 …………………………… 17
・災害時の備えを問う
－災害対策本部設置場所・緊急輸送道路の管理－

・福祉指定避難所と災害時の人材確保を問う
－要支援者・要配慮者への支援－ ほか1問 ダイちゃん・ユウちゃん

3歳　♂♀不明
津軽錦
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隣
の
金
沢
市
で
官
製
談

合
事
件
が
起
き
た
。
各
自
治

体
に
は
、
透
明
性
・
公
平
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
過
去
５
年
間
で
町
の
競
争

入
札
工
事
件
数
、
最
低
制
限

価
格
で
落
札
さ
れ
た
件
数
、

同
額
の
た
め
、
く
じ
引
き
で

落
札
さ
れ
た
件
数
を
聞
く
。

	

競
争
入
札
工
事
件
数
は

３
８
６
件
。
そ
の
う
ち
最
低

制
限
価
格
と
同
額
の
入
札
は

39
件
で
、
く
じ
引
き
に
よ
る

落
札
者
決
定
は
19
件
。

	

入
札
制
度
の
公
正
公
平

性
を
目
指
し
、
よ
り
適
正
価

格
に
近
づ
く
、
※
変
動
型
最

低
制
限
価
格
制
度
へ
変
更
す

る
考
え
は
な
い
か
。

	

近
隣
自
治
体
に
お
い
て

官
製
談
合
事
件
が
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
、
変
動
型
な
ど

へ
の
入
札
制
度
の
見
直
し
は
、

他
の
自
治
体
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
今
後
検
討
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
場
の
移
転

	

本
年
６
月
会
議
で
の
旧

消
防
庁
舎
南
側
建
物
解
体
の

た
め
の
事
業
費
４
６
０
０
万

円
は
、
隣
接
地
で
の
ク
ス
リ

の
ア
オ
キ
の
出
店
と
は
一
切

関
係
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
い
。

	

民
有
地
で
の
民
間
の
事

業
計
画
の
た
め
、
当
該
事
業

に
町
は
関
与
し
て
い
な
い
。

	

役
場
駐
車
場
の
狭
く
な

っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
場
を
早
急

に
旧
消
防
庁
舎
跡
地
へ
移
転

し
、
よ
り
利
便
性
・
安
全
性

を
図
っ
て
い
く
考
え
は
。

	

役
場
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
は
、
７

台
分
を
新
た
に
確
保
し
、
1₈

台
が
駐
車
可
能
。
旧
消
防
庁

舎
と
そ
の
敷
地
は
現
在
、
除

雪
車
の
保
管
場
所
や
保
健
セ

ン
タ
ー
、
商
工
会
等
の
臨
時

駐
車
場
に
使
用
し
て
お
り
、

移
転
さ
せ
る
考
え
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
な
い
。

問答

問答

問答問

答

入札制度を変更する考えはないか

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

町長　今後、検討する

活用に知恵を

より良いもの　より安いもの

※
変
動
型
最
低
制
限
価
格

制
度

　
過
度
な
低
価
格
に
よ
る

受
注
を
防
止
す
る
こ
と
で

工
事
の
品
質
の
確
保
と
適

正
価
格
に
よ
る
受
注
を
図

る
の
が
目
的
で
、入
札
参

加
者
が
提
示
し
た
平
均
入

札
額
に
係
数
を
乗
じ
た
額

を
最
低
制
限
価
格
と
す
る

制
度
。

一
般
質
問
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日
本
学
生
支
援
機
構
の

発
表
に
よ
る
と
、
返
済
が
必

要
な
貸
与
型
奨
学
金
の
利
用

者
は
、
全
国
で
１
２
９
万
人

い
る
。
大
学
生
な
ど
の
２
・

７
人
に
１
人
が
利
用
し
て
い

る
。
２
０
１
９
年
度
末
の
延

滞
者
数
は
、
約
32
万
７
０
０

０
人
で
、
延
滞
債
権
額
は
約

５
４
０
０
億
円
に
上
る
。

　
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
向

け
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る
支

援
制
度
が
あ
る
が
、
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

	

前
向
き
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

	

注
目
す
る
の
は
栃
木
県

真も

岡お
か

市し

の
例
だ
。
１
人
当
た

り
累
計
２
０
０
万
円
の
上
限

を
１
０
０
万
円
と
か
に
減
額

し
、
そ
の
分
を
貸
与
型
奨
学

金
制
度
の
利
用
者
で
あ
っ
た

全
て
の
元
学
生
を
対
象
と
す

る
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

	

制
度
の
創
設
と
併
せ
調

査
検
討
し
て
い
く
。

防
水
機
能
付
き
ド
ロ
ー
ン

	

消
防
本
部
の
ド
ロ
ー
ン

は
、
令
和
３
年
６
月
に
導
入

さ
れ
た
。
カ
メ
ラ
付
き
ド
ロ

ー
ン
で
、
熱
画
像
機
能
に
よ

り
、
人
や
動
物
、
火
災
な
ど

の
感
知
が
可
能
と
説
明
を
受

け
た
が
、
そ
の
後
、
防
水
機

能
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

　
雨
や
雪
の
多
い
北
陸
で
、

な
ぜ
防
水
で
は
な
い
の
か
。

	

倍
以
上
の
価
格
で
あ
り
、

ま
ず
は
熱
画
像
機
能
付
き
カ

メ
ラ
の
搭
載
の
み
を
条
件
と

し
た
機
種
を
導
入
し
、
そ
の

後
、
少
し
ず
つ
経
験
と
実
績

を
積
み
有
効
性
を
確
認
し
た

上
で
、
さ
ら
な
る
上
位
機
種

へ
の
更
新
を
目
指
す
考
え
だ

っ
た
。

	

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
自
然
災
害
が
多
発
す
る

中
、
防
水
機
能
の
あ
る
機
種

が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

令
和
4
年
度
に
導
入
で

き
な
い
か
検
討
す
る
。

問

答問答

問答

問答

雨にも負けず、雪にも負けぬ

若者の定住が目的

貸与型奨学金の返済支援制度を導入せよ
制度の創設と併せ調査検討していく　町長

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

千鳥おばあちゃん

一
般
質
問
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役
場
庁
舎
のW
i-Fi

整

備
は
、
い
つ
ま
で
に
完
了
す

る
の
か
。
ま
た
、
町
公
共
施

設
等
の
状
況
は
。

	

現
在
、
１
・
２
階
で
使

用
で
き
、
そ
の
他
の
フ
ロ
ア

は
年
度
内
を
予
定
し
て
い
る
。

　

W
i-Fi

整
備
済
み
の
公
共

施
設
は
、
全
小
中
学
校
、
公

民
館
７
カ
所
、
体
育
施
設
４

カ
所
等
の
21
施
設
。

	

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
増
員
す
る
考
え
は
。

	

指
導
教
員
は
１
名
配
置
。

増
員
を
望
む
が
、
全
国
的
に

人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
国

の
制
度
充
実
に
期
待
し
た
い
。

	

議
会
で
使
用
し
て
い
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用

す
る
考
え
は
。

	

再
利
用
す
る
場
合
、
い

く
つ
か
問
題
点
が
あ
り
、
そ

の
活
用
策
を
研
究
し
た
い
。

風
車
と
避
雷
塔

	

風
車
は
平
成
29
年
か
ら

停
止
し
た
ま
ま
で
維
持
管
理

費
は
か
か
り
、
解
体
す
る
に

も
費
用
が
約
２
億
円
。
今
後
、

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
オ

ブ
ジ
ェ
と
し
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

　
例
え
ば
、
姉
妹
都
市
羽
幌

町
が
ロ
ケ
地
の
一
つ
で
も
あ

る
映
画
﹁
幸
福
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
﹂
を
模
し
、
風
車
横

避
雷
塔
に
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

を
飾
り
付
け
、
オ
ブ
ジ
ェ
と

す
る
発
想
や
考
え
は
な
い
か
。 	

現
在
、
風
力
発
電
所
・

避
雷
塔
に
つ
い
て
は
、
民
間

譲
渡
の
検
討
や
、
国
が
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と

の
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

補
助
金
の
有
無
な
ど
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
る
。

　
避
雷
塔
を
オ
ブ
ジ
ェ
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
は
、
管
理

上
の
安
全
面
や
景
観
上
の
問

題
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
、
風
力
発
電
所
の
対
応
方

針
を
検
討
す
る
中
で
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

	

65
歳
以
上
の
方
々
の
全

て
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無

料
に
せ
よ
。

	

利
用
者
の
公
平
性
や
運

行
持
続
性
の
観
点
か
ら
受
益

者
負
担
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

問答問

答問答

問

答

問答

役場庁舎Wi-Fi整備は

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

総務課長　年度内に完了の予定

新たなランドマークとしての活用策は

タブレットを活用した授業風景

一
般
質
問
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世
界
的
に
脱
炭
素
化
へ

の
動
き
が
強
ま
る
中
で
、
基

礎
自
治
体
で
あ
る
内
灘
町
の

取
組
は
、
町
民
の
環
境
意
識

の
高
揚
を
誘
引
す
る
こ
と
な

ど
に
な
る
と
思
う
が
、
環
境

基
本
計
画
の
策
定
で
は
町
民

と
の
協
働
を
念
頭
に
進
め
よ
。

　
ま
た
、﹁
環
境
の
時
代
﹂

の
到
来
に
備
え
、
そ
れ
に
的

確
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

現
状
の
環
境
セ
ク
シ
ョ
ン
の

行
政
組
織
強
化
も
視
野
に
入

れ
た
改
訂
を
行
な
う
べ
き
だ
。 	

町
で
は
令
和
２
年
３
月

に
改
訂
さ
れ
た
石
川
県
環
境

総
合
計
画
に
合
わ
せ
、
町
環

境
基
本
計
画
に
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
統
合
し
た

改
訂
を
行
な
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
策
定
委
員
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
の
委
員
を
中
心
に
構
成
し

て
見
直
し
を
進
め
る
。

　
環
境
セ
ク
シ
ョ
ン
の
行
政

組
織
強
化
は
、
今
後
、
強
化

に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

公

園

除

草

	

地
域
の
公
園
に
関
す
る

地
元
の
区
・
町
会
と
町
行
政

と
の
関
わ
り
に
は
、
町
づ
く

り
に
大
切
な
相
互
連
携
の
鍵

の
部
分
が
あ
る
。

　
町
が
行
な
う
公
園
の
除
草

も
そ
の
実
施
時
期
を
あ
ら
か

じ
め
地
元
の
区
・
町
会
に
知

ら
せ
る
な
ど
す
れ
ば
、
公
園

利
用
者
に
よ
る
自
発
的
な
除

草
作
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
今
後
は
区
・
町
会
と
の
連

携
を
も
っ
と
密
に
す
べ
き
だ
。 	

地
域
の
公
園
で
の
除
草

や
清
掃
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
委
託
の
ほ

か
、
町
会
・
公
民
館
・
地
域

住
民
の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
管
理
し
て
い
る
。
町

の
公
園
除
草
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
人
員
や
天
候

等
で
正
確
な
実
施
時
期
の
周

知
は
困
難
だ
が
、
概
ね
の
実

施
時
期
な
ら
周
知
は
可
能
だ
。

今
後
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
効
果
的
に
活

き
る
よ
う
連
携
に
努
め
た
い
。

問

答

問

答

気持ちよく使える公園に

町民との協働の計画づくりを

環境基本計画改訂は町民との協働を念頭に進めよ
町民参加の審議会で取り組む　町長

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

はまなすちゃん

一
般
質
問
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４
月
か
ら
の
月
別
の
コ

ロ
ナ
感
染
者
数
を
問
う
。

	

４
月
19
人
、
５
月
15
人
、

６
月
６
人
、
７
月
16
人
、
８

月
50
人
、
９
月
は
1₈
人
。

　
高
齢
者
を
除
く
全
て
の
年

代
で
、
７
月
下
旬
か
ら
増
加

し
、
特
に
８
月
の
20
代
が
15

人
と
最
も
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

	

家
庭
内
感
染
が
全
国
的

に
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　
小
中
学
校
の
教
師
、
学
童
、

保
育
園
の
先
生
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
を
問
う
。

	

希
望
さ
れ
た
職
員
へ
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
８
月
末

に
完
了
し
て
い
る
。

	

学
校
、保
育
所
関
係
者

に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、抗

原
検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検

査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

学

校

給

食

	

学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
働
く
夏
場
の
暑
さ
は
異
常

で
あ
る
。
対
策
を
問
う
。

	

令
和
２
年
度
よ
り
、
氷

に
よ
る
冷
感
ベ
ス
ト
等
を
着

用
し
、
暑
さ
対
策
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

休
憩
や
水
分
を
小
ま
め
に
補

給
す
る
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

	

学
校
給
食
の
パ
ン
食
は

輸
入
小
麦
粉
か
。
発
が
ん
性

が
あ
る
と
聞
く
が
、
現
状
は
。 	

カ
ナ
ダ
産
と
ア
メ
リ
カ

産
の
小
麦
粉
を
使
用
し
品
質

は
、
国
に
よ
る
輸
入
時
の
検

査
、
県
学
校
給
食
会
で
残
留

農
薬
検
査
を
実
施
し
、
安
全

確
認
を
行
な
っ
て
い
る
。
安

定
供
給
の
面
か
ら
も
、
外
国

産
小
麦
粉
の
使
用
は
妥
当
と

考
え
て
い
る
。

	

義
務
教
育
の
給
食
費
は

無
料
に
。

	

３
人
目
以
上
で
検
討
中
。

そ
の
他
の
質
問

	

公
共
施
設
周
辺
や
街
路

樹
の
落
ち
葉
処
理
の
対
策
は
。

	

指
定
袋
の
配
布
と
併
せ
、

適
宜
、
街
路
樹
の
剪
定
作
業

を
行
な
い
管
理
に
努
め
る
。

問答問

答問答

問答問

答問答

問答

学校・保育所職員にPCR検査を

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

教育部長兼学校教育課長　実施の考えはない

手洗いでコロナ予防を

冷感ベストを着用

一
般
質
問

16うちなだ議会だより  第147号　令和3年11月5日 16



	

町
災
害
対
策
本
部
は
役

場
ま
た
は
本
部
長
の
指
定
す

る
場
所
に
設
置
す
る
と
要
綱

に
記
載
が
あ
り
、
災
害
発
生

時
に
役
場
庁
舎
に
設
置
が
不

可
能
な
場
合
に
は
、
消
防
署

や
文
化
会
館
に
設
置
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
規
模
や
被
災
状
況
に

よ
り
、
臨
機
応
変
な
判
断
も

必
要
だ
が
、
施
設
規
模
や
機

能
か
ら
優
先
順
位
を
検
討
し
、

町
民
や
関
係
機
関
に
示
し
て

お
く
べ
き
だ
。
町
の
考
え
は
。 	

災
害
状
況
に
も
よ
る
が
、

優
先
順
位
は
役
場
庁
舎
と
同

様
の
石
川
県
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
消

防
署
を
第
１
候
補
、
文
化
会

館
を
第
２
候
補
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
３
カ
所
あ
る
町

内
の
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
指

定
避
難
所
に
な
っ
て
お
り
、

各
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
防
災
に
関
す
る
情
報
は
町

民
へ
周
知
し
、
各
地
区
自
主

防
災
組
織
と
共
有
を
図
る
。

指
定
福
祉
避
難
所

	

令
和
３
年
５
月
、
国
の

﹁
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
改
定
で
、

※
指
定
福
祉
避
難
所
を
最
低

限
小
学
校
区
に
１
つ
設
け
る

指
針
が
示
さ
れ
た
。
課
題
は
。

	
現
在
は
４
カ
所
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
福
祉
避
難
所
の

重
要
性
が
示
さ
れ
、
町
で
も

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

小
学
校
区
で
は
施
設
が
偏
る

可
能
性
か
ら
、
町
全
体
で
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
形
で
検
討
中
。 	

各
小
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
で
、
現
在
の
指
定
避
難

所
に
福
祉
避
難
所
の
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

町
の
見
解
は
。

	

併
設
は
施
設
状
況
や
規

模
に
も
よ
る
が
検
討
す
る
。

	

妊
産
婦
対
象
の
福
祉
避

難
所
指
定
が
で
き
な
い
か
。

	

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ

金
沢
医
科
大
学
と
協
議
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

	

町
指
定
避
難
所
・
福
祉

避
難
所
設
置
状
況
と
※
石
川

中
央
都
市
圏
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
と
の
情
報
の
統
一
を
。

	

今
後
、
掲
載
日
や
内
容

の
統
一
性
も
図
れ
る
よ
う
、

中
央
都
市
圏
で
協
議
し
た
い
。

問

答

問答

問答問答

問答

要配慮者の避難所はどこ？

災害対策本部設置場所の優先順位は
役場庁舎、消防署、文化会館の順　町長

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

※
指
定
福
祉
避
難
所

　
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
方
（々
高
齢
者
、
障

害
者
等
）を
対
象
に
開
設

す
る
避
難
所
。

・	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

夕
陽
个
丘
苑

・
う
ち
な
だ
福
祉
作
業
所

・
内
灘
の
風

・
内
灘
温
泉
保
養
館

※
石
川
中
央
都
市
圏

　
金
沢
市
・
白
山
市
・
か

ほ
く
市
・
野
々
市
市
・
津

幡
町
・
内
灘
町
の
６
市
町

で
構
成
さ
れ
る
圏
域
。圏

域
全
体
で
住
み
や
す
さ
の

向
上
に
取
り
組
み
、全
て

の
人
が
輝
き
続
け
る
圏
域

を
目
指
す
。

役場がダメならどこ？

第1候補 第2候補

一
般
質
問
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1部あたりの単価は42.69円です。

発
　

行
：

内
灘

町
議

会
 

責
任

者
：

議
長

　
中

川
　

達
〒

920︲0292　
 石

川
県

河
北

郡
内

灘
町

字
大

学
1丁

目
2‐

1
 076︲286︲6715　

 FA
X

076︲286︲6711 広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

土
屋　

克
之

　

副
委
員
長　

北
川　

悦
子

　

委　
　

員　

恩
道　

正
博

　

委　
　

員　

七
田　

満
男

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

本
号
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー

ジ
に
か
け
て
の
決
算
紙
面
に

は
、
初
め
て
目
に
す
る
異
様
な

グ
ラ
フ
が
掲
載
さ
れ
た
。
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て

の
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
関
連

経
費
の
最
大
部
分
を
占
め
た

10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
は
、

本
町
で
給
付
対
象
と
な
っ
た

２
万
６
５
０
６
人
の
99
・
９
％

に
給
付
さ
れ
、
そ
の
総
額
は

26
億
６
０
０
０
万
円
に
の
ぼ
っ

た
。
特
別
定
額
給
付
金
は
国
全

体
で
12
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
国

は
そ
れ
を
国
債
発
行
（
借
金
）

で
ま
か
な
い
、
市
町
村
に
国
庫

支
出
金
と
し
て
交
付
し
た
。
こ

の
た
め
例
年
の
歳
入
筆
頭
項
目

で
あ
っ
た
町
税
を
抑
え
て
国
庫

支
出
金
が
歳
入
の
最
大
部
分
を

占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は

１
９
５
２
年
の
内
灘
米
軍
試
射

場
の
補
償
金
以
来
の
出
来
事
と

な
っ
た
。

 

〔
西
尾　

雄
次
〕

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ⑬

寄り添う なかま

議会を傍聴しませんか
12月会議の審議日程は、
12月7日（火）～16日（木）です。
一般質問は、9日（木）・10日（金） 午前10時～
※質問する議員の人数によって10日は開かれないことがあります。

議会事務局　TEL（076）286－6715

◆
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
何
で
し
ょ
う
か
？

○
私
は
25
歳
の
頃
に
統
合
失
調

症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
抜

け
出
せ
な
い
ト
ン
ネ
ル
に

入
っ
た
よ
う
で
し
た
。
お
医

者
さ
ん
と
ぶ
つ
か
り
、
自
分

の
病
気
の
状
態
が
分
か
ら
ず
、

ど
う
し
て
よ
い
の
か
本
当
に

毎
日
が
不
安
で
し
た
。

 

よ
う
や
く
、
そ
の
長
く
暗
い

ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
た

と
感
じ
た
29
歳
の
頃
、
当
事

者
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し

て
、
同
じ
よ
う
苦
し
ん
で
い

る
方
と
悩
み
を
分
か
ち
合
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

◆
相
談
内
容
で
思
い
出
の
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

○
全
部
、新
鮮
で
す
。

 

お
一
人
お
一
人
の
悩
み
は
、

全
部
違
い
ま
す
。
特
に
薬
の

こ
と
に
不
安
を
持
っ
た
り
、

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
ど

う
少
し
で
も
安
心
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
毎
回
、

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

◆
抱
負
や
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、

当
事
者
の
仲
間
と
共
に
悩
ん

で
い
る
方
が
集
い
や
す
い
相

談
窓
口
を
広
げ
た
い
で
す
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

〇
福
祉
相
談
を
一
括
し
て
相
談

に
応
じ
る「
断
ら
な
い
相
談

窓
口
」を
設
置
し
た
場
合
に

国
が
財
政
支
援
を
行
な
う
と

聞
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
内
灘

町
で
も
計
画
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

◆
そ
の
他
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

○
今
度
、金
沢
医
科
大
学
で
講

演
予
定
が
あ
り
ま
す
。
今
か

ら
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
松
金
さ
ん
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
精
神
科
に
通
院

さ
れ
て
い
る
方
、
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

①
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
コ
ア
・
と
ま

り
木　

第
２
・
４
土
曜
日
、

14
時
〜
16
時　

　

内
灘
町
文
化
会
館
。

②「
生
き
づ
ら
さ
相
談
会
」　

第
３
日
曜
日
、13
時
〜
15
時　

ウ
エ
ル
シ
ア
内
灘
店
。

◆
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

＂
生
き
づ
ら
さ
＂
を
語
る
会　

第
４
水
曜
日
、
1₉
時
～
2₀
時

3₀
分　

内
灘
町
文
化
会
館
で

は
、
本
人
及
び
家
族
、
福
祉
・

医
療
・
教
育
関
係
者
と
地
域

住
民
が
集
っ
て
方
向
性
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、う
つ
病
や
統
合
失

調
症
等
、心
の
病
気
を
抱
え

た
本
人
が
自
由
に
気
軽
に

話
し
合
う
場
所
を
作
り
続

け
て
い
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
コ

ア
・
と
ま
り
木
の
代
表
で
あ

る
松ま

つ

金か
ね

孝た
か

佳よ
し

さ
ん（
34
歳
）

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

土
屋 

克
之

感染症対策のため定員は32名です。
役場庁舎 3 階エレベーター横で受け
付けしてください。
傍聴時はマスク着用 ･ 手指消毒・検温
にご協力ください。
なお、一般質問の模様は、ケーブルテ
レビでご覧になることができます。
⇒39ch
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